
国際婦人年連絡会 2020年度 

第１回セミナー 

日時 2020年10月１日（木）1３：10～15：00 
（13：00より受付） 

 
会場 婦選会館 ２階会議室（参加費￥500） 
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2020年、広島・長崎被爆75年は新型コロナパンデミックの中で迎えました。原爆の惨劇は

今なお癒されることはなく、いま世界は核の脅威にさらされています。核兵器禁止条約発効

にあと6か国となったこの流れの中で、平和委員会の委員でもあり、半世紀を長崎で暮らす

講師に、被爆地としての長崎の取り組み、殊に若者の平和運動、世界唯一の被爆医科大学の

歴史を継承する長崎大学の、核兵器廃絶および国際医療協力ならびに原爆後遺障害医療の教

育研究、などについて長崎の人々の思いを込めてお話ししていただきます。広島からの発信

に比べて、被爆地としての長崎の聲を聴く機会があまりないように思われます。お誘いあわ

せの上奮ってご参加下さい。 

  

会場： 婦選会館 渋谷区代々木 2－21－11  

電話 03－3370－ 0238  

交通： JR 代々木駅  北口  徒歩7分

JR 新宿駅  南口  徒歩7分   

小田急線 南新宿駅 徒歩 3 分   

地下鉄大江戸線・新宿線 新宿駅 A１ 出口 徒歩 3 分   

 

事前申込制  

連絡先 Email：christina_michiko@yahoo.co.jp 牛山まで 

※コロナ感染拡大防止のため定員（34名）になり次第、締切らせていただきます。参加者には事前にご

連絡いたします。 

1945年7月終戦を目前に新潟県に生まれ，5才まで宮城県に育つ．小学校入学前に被爆した浦上天主

堂の廃墟に立つ．津田塾大学卒，国際基督教大学大学院修士課程修了後，1971年より長崎在住．

1978年より純心女子短期大学専任講師，現長崎純心大学客員教授．長崎大学熱帯医学研究所社会環

境（現国際保健）分野にて医学研究科博士課程修了（2006年）．1996年～2009年長崎市長の平和宣

言起草委員を務める．（一社）大学女性協会国際支援担当理事． 
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